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図 2.10 波の重ね合わせ (口絵 1 参照)

つまり，波動の足し合わせでは，単純な加算が成り立つ．
実際に波動方程式を満たす 2つの波動を足し合わせてみよう．波動関数 ψ1,

ψ2 が (2.11)式の独立の解であるとすると，2つの波動関数 ψ1, ψ2 を足し合わ
せた ψ1 + ψ2 も (2.11)式の解になる．

∇2ψ1 + ∇2ψ2 =
1
v2

∂2ψ1

∂t2
+

1
v2

∂2ψ2

∂t2

=
1
v2

∂2

∂t2
(ψ1 + ψ2) = ∇2(ψ1 + ψ2)

また，複数の波動を足し合わせた場合も同様で，任意の数の波動が足し合わさ
れた結果生じる合成波は，個々の波動 (成分波と呼ばれる)の線形結合で表され，
その結果得られる合成波も波動方程式を満足する．
空間を伝搬する波動はベクトル量ではあるが，波の加算をベクトル演算する

のは不便なため，一般的には，座標軸を適当にとり，波を成分に分割してやっ
て，成分ごとの代数的な加算を行う．たとえば，2つの波動が同じ軸上を伝搬
し，同じ振動面をもつような場合の波動の加算がそれにあたる．図 2.10のよう
に，別々に進む 2つの波が空間の一点で出会う様子を想像してみよう．2つの
波が交差する地点では，個々の波が足し合わされ合成波を形成するが，交差地
点を過ぎると，2つの波は何事もなかったかのように離れ去っていく．多くの
場合，この例と同様に，空間の任意の場所および時刻において，複数の成分波
で構成された合成波は，個々の波を代数的に足し合わせて求めることができる．


